
真夏の夜の夢 湖底に沈んだ集落を再現

「天若湖アートプロジェクト２０１２ ～あかりがつなぐ記憶～ 」が、
あ ま わ か こ

日吉ダム（天若湖）にて開催されます。
ひ よ し

このイベントは、平成１０年に日吉ダムの建設により、天若湖底に沈ん

だ５つの集落（約１２０戸）の家々のあかりを、ダム湖面にＬＥＤライト

を浮かべ、再現するものです。

ダムを背景に水没集落のあかりが、時空を超えて漆黒の湖面に浮かび上

がります。

１．日 時 ８月４日（土）、８月５日（日） 日没から夜明けまで

２．場 所 日吉ダム（天若湖）

京都府南丹市日吉町天若

平成２４年７月３１日

独立行政法人 水資源機構
み ず し げ ん き こ う

日吉ダム管理所

発表記者クラブ
京都府政記者室

南丹市政記者クラブ

問い合わせ先

独立行政法人水資源機構 日吉ダム管理所

所長代理 小宮 礼行
こ み や ひろゆき

住 所：京都府南丹市日吉町中神子ヶ谷６８

電 話：０７７１－７２－０１７１



【別紙】

１．行事名 天若湖アートプロジェクト２０１２ ～「あかりがつなぐ記憶」～

２．主 催 天若湖アートプロジェクト実行委員会

※実行委員会のほか、市民団体「桂川流域ネットワーク 、ＮＰＯ法人「ア」

ート・プランまぜまぜ 、日吉ダム水没移転者協議会、京都造形芸術大学」

・摂南大学の学生及び教員、地元（日吉町）住民、水資源機構日吉ダム管

理所などが協力して開催します。

３．目 的 風景とアートの力によって、水没地域、地元そして桂川流域の人々がとも

、 、 、に触れ合うことにより 水没地域の方々の思いと このダムの意味について

流域市民の相互理解と共感の場を創り出すこと。

４．内容等 このイベントは、２００５年から毎年８月に実施しており、今年で８回目

を迎えます。

今では、南丹市日吉町の夏の風物詩として定着しています。

始まりは、２００４年に「桂川流域ネットワーク」が実施した「湖面利用

アイデアコンテスト」において提案された、ひとりの学生のアイデアをＮＰ

Ｏ法人「アート・プランまぜまぜ」が肉付けし、両者が天若湖アートプロジ

ェクト実行委員会を結成して、開催に至ったものです。

当初は、湖底に眠る２つの集落を夜の湖面にあかりで再現しました。

年々、再現する集落を増やし、２００９年からは５つの集落（宮村、世木
みやむら せ ぎ

林、沢田、楽河、上世木）全ての約１２０戸の各戸を、１つのＬＥＤのあ
ばやし さ わ だ ら く が か み せ ぎ

かりで再現します。

５．その他 両日、ガイド付き無料観覧バス（所要時間：約２時間）が、ダム直下流の

道の駅「スプリングスひよし」発着で運行されます。

【運行時間】１９時発 → ２０時５５分着

マイクロバス２台（定員約４０名、先着順、予約不要）

６．問い合わせ先 天若湖アートプロジェクト実行委員会事務局

（京都造形芸術大学 環境デザイン学科 下村研究室内）

電話番号：０７５－７９１－９２８９（環境デザイン学科事務室）



【集落と「あかり」設置箇所】

【案内図】
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